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(187) 1
和式簿記法と洋式簿記法の比較会計史
高 寺 貞 男
Ⅰ 比較会計史の新しい方法
わが国で多 くの経営史家や会計史家によってこれまで (矧 こ第2次大戦後精
力的に)積重ねられてきた (広く ｢帳合｣法と呼ばれていた,江戸時代に開発
実用された)和式緯記法 (theoldJapanesebookkeeplngmethod)に関する歴史的
研究をサーベイしてみると,そのほとんどすべてにおいて (古 くは ｢イタリア
式簿記法｣(theltalanmethodofbookkeepユng)と呼ばれ,その後一般に ｢複式簿
記法｣(dolユbleenlIy-1'ookkeeplngmethod)と総称されてきている,明治時代に入














2 (188) 第121巻 第4･5号
ることにLJ:うC,
筆者o)考えでは,2重分厚簿記体弟 (dualclassl丘catlOnbookkeeplngSy･Stem)蕊
たは 2両的簿記体系 (two･dlmenSIOnalbookkeeplnJ三SyStem) と呼ぶことのできる
基本的簿記体系‖ (fundamentalbookkeeplngSystem)は.その実施過程に適用 さ
れ る算法の相違- 加法 と加法による減法 (subtractlOnbynddlt10n)とを組合せ
た加法専用か.それ とも加法 と単なる開法 (slmPlesubtractlOn)とを組合せた加
減法併用かの違い- に応 じて, 加法のみを用いる加法専用薄記法 (sr'leEIJJ､-
tJOn-uSlngbookkeeplngmethod)と加減法併用簿記法 〔addltlOn-andsubtractlOn･uSlng
bookkeepLngmethod)とに分析す ることができる｡ そ して, さらに, 下位分類
として,2重分類簿記体系 を構成する加法専用帝記津 と加減法併用簿記法は,
その (外在化のための)記録過程に お い て使用 され る書法の 相違- 左横書
き式によるか, それ とも右縦書 き式に よ るか の 違 い- に応 じて, 左横書
き式簿記法 (left-to-righthorlZOntalwrlhngb0kkeeplngmethod) と右縦 書 き式
簿記法 (rlght-to-leftverlCalwritlngbookkeeplngmethod)とに細分す ることがで
きる｡
このことは,2重分類簿記体系が それに所属する (少なくとも巳) 4つの簿
記方法か ら構成 されていることを意味 している｡(括弧内は,それぞれに相当
する簿記法を指 している｡)
1) 加法専用の左横書 き式簿記法 (-洋式薄記法)














4) 加減法併用の右縦書き式簿記法 (-発達 した和式簿記法)
ところで,洋式簿記の ｢勘定は 〔加法と〕加法的減法 (elneadd】tlVeSlbtrak-


























4 (190) 第121着 第4･5号
と利益からなる, 企業資金の調達-所有形態)の構成要素の2重運動 (dual
movement)または2両運動 (two-dimenslOnalmovement) としてとらえ (分類 ･
集計 し)てゆ くが,このような2重分類簿記体系の特性は,資産構成要素の増
加,減少と差引残高をそれぞれa',a-と a,負債構成要素の増加,減少と残高
を 11,卜 と 1,元本構成要素o)増加,減少 と残高を C+,C~ と C,利益構成要
素の総増加 (収益構成要素),総減少 (費用構成要素) と残高 (利益構成要素)


































目を対置することなく, 増加項臥 減少項 目, 残高項 目の順に- さらに,



































それに (同一 レベルにおいて〕対応する加減法併用の右縦書 き式簿記法に相当
する和式簿記モデルは, 2っの図形をもって,表示することができるであろう｡
(10) (18)




















通じて代理所有者 (surrogateproprletOr)として準持分 (quas1-equlty)を保有 し
ていた独立支店 (autonomousbranches)を下位会計実体 (stlb-entlties)とする会


















(用例 Ⅰ-1) 長谷川家江戸店の1707(宝永4)年度 ｢店算用目録帳｣と｢大
黒｣
財産計算が先行｡
(用例Ⅰ 2) 二井大元方の1710(宝永7)年上半期 ｢勘定目録｣
∑p-∑p~T-∑p+ ∑p=∑ar(∑1+∑C)
財産計算が先行O減数(∑1+∑C)が先置O∑p はマイナスで ｢出過｣(欠
損)O∑aを ｢金銀貸 ン方｣,(∑1+∑C)を ｢金銀千百りプヲ｣, ∑p十は ｢大
方｣,∑p-を ｢払方｣と呼称｡




(用例 Ⅰ-4) 小野家南部別家の1837(天保8)年度 ｢勘定日録下書｣
∑p-∑p~T-∑p十 ∑p-∑a-I-(∑l+∑C)
財産計算が先行｡減数 (∑1+∑C)が先置｡ ただし,∑Cは ｢京都檀那棟
より｣｢拝借｣と観念されていたために,過年度 ｢勘定不足｣(繰越し欠損
金)が ∑Cから差引かれていた｡∑pはマイナスで ｢不足｣〔欠損) とな
っていたが,財産計算では,記載されていない｡なお, ∑p+を ｢出方｣,
∑p-を ｢引方｣.∑a中の売蹄金を ｢貸方｣ と呼称o













ついて考究するため,(18)式 と (19)式の両辺に ∑Cを加え,純財産に相当
する ∑p+∑Cを ∑Sに置換すると,
∑S-∑p~T-∑p十+∑C (20)






Lたがって. 用例 Ⅰグループでは, (I12に付加されているように)さらに
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まで発達 した和 式簿 記法 であ った のであ る｡
したが って,用例 Ⅰグル -プにみ られ るよ うに, す でに18世紀 (江戸中期)
に洋式簿記 の レベル にまで発達 した和 式簿 記法 は,それ が拠 って立つ加減 法併
用 とい う算法 を加法専用 に変 換 し (それ に ともない,会計実体 を主格 とす る用
語法 を取引先 を主格 とす る用 語法 に変 え9)). さ らに, 右縦書 き式 とい う書法
を左梼書 き式に変形 さえすれば,容易 に洋式簿記法 へ切 換 え るこ とが可能 であ
ったの であ る｡
9) 和式薄記法では,債権 (無形資産)またはさらに ｢有物｣ (有形資産)を含めた総資産を指す
｢貸方｣,債務またはさらに元本を含めた持分を指す ｢借方｣.｢負方｣または ｢預り二万｣,収益を




の処に人と記し｣ (福沢諭吉訳 『帳合之法 初編』巻之-,1873年,9-10丁)した方が ｢初学の
者に便利｣ (上掲書,10丁)であったはかりでなく,｢日本流の帳合に慣れたる｣人にも｢紛ら
はしく見ゆることも｣ (上親書,9丁)避けられたであろうO
事曳 各国立鼓行が大蔵省の指導の下に外部報告用に作成した1875(明治8)年下半季以降の
(イギリス式貸借対照表の形式にしたがった) ｢実際報告｣や内国通運会社の1878(明治11)午
以降の ｢実際年報蓑｣では,洋式簿記法とともに新たに導入 施行した外部報告制度にたいする
抵抗を和げる試みとして,江戸時代からの慣用を尊重した ｢借方即チ銀行 〔会社〕ノ負債｣｢貸
方即チ銀行〔会社〕ノ資産｣という用語法を採用していた｡
